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ナタネの新菌核病菌について(予報}

中三 本利 哉*

Preliminary report on the causal fungus of 

new sclerotial disease of rape plants 

By 

Toshiya SUGIMOTO 

I緒百

従来ナタネの菌核病は Sclerotinia sclerotiorum 

(LIB.) DBy. (=S. libertiana FUCK.)により 5月

頃本州各地で発生する。本菌は多犯性であって北海道

に於ては本菌により 7月下旬豆類に被害がみられ，こ

れは菌核病として知られている。

昨年4月岩手県農試より同定依頼をうけたナタネ強

核病は3月中下旬の融雪期に発生し，岩手県の積雪量

の多い奥中山地方等に発生が大であるとされている。

限病植物は主として地際部が犯され，茎は黄褐色に総

色して繊維状となり，処々に黒色不正形の菌核を形成

し時に髄部にもそれが認められる。以上被害の状況，

特に発生時期が旧来の菌核病と異るので，本病原閣に

ついて従来知られている各種菌核病菌との対比を行っ

た。

本研究に当り岩手県農試病虫部の諸氏に種々協力を

賜った。ここに深い謝意を表する。

11 病原菌の形態及び諸性質

(1) 菌糸の発育状況

ナタネ椛病組織七の菌核より常法によって分離した

本闘を煎糖加用馬鈴薯煎汁寒天培養基とに 4
0
，9
0
， 

130， 180 及び 25
0Cの各温度で培養し，菌糸の生育

程度を比較した。尚本病菌のほかに全試験を通じてミ

プヨモギ菌核病菌 (S.inter間ediα)，菜豆菌核病菌 (8.

sclerotiorum)及び赤クローパー菌核病菌 (S.trifo・

liorum)を比較のために用いた。これらの閣核病荏lの

来歴を記すと第I表の立[Jくである。

*北海道大学54学部hIt物学教室

第 I表 供試菌核病菌の来歴
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各国の 9cmシャーレ上に於ける生育は第五表に

示す如くである。日[Jち 4
0
Cに於ける試験では杭安 14

日1=1で本i:N=S.intermedia>S. sclerotiorum>S. tri-

foliorumの)1阪であって， rt~i f?~状態は 4í担極共白色で本

的及び S.intermediaは他の 2i山部より符であった。

閣核の形成は認めなかった。

9 0C に於ては士~1~rt 8日目では，コド附=S.intermedia 

> S. sclerotiorum> S. trifoliorumの)1[1で発育.fli!g{を

示し明確に区別された。 i清叢状態はいずれも白色で本

国及び S.intermediaは他国砲に比し何れも梢衝であ

ったが， iお核の形成は認めなかった。

130Cに於てはi部書5日目の発722程度は S.sclero-

liorum> S. trifoliorum> S. intermediα>本i:i¥iの)1聞で
あって S.初termediaと本閣の問に大差は認めなかっ

た。i.:fi叢状態は 40Cに於ける場合と同様であった。

180C に於てはよ六養4日目ιで S.sclerotiorum> S. 

trifoliorum> S. intermedia>本悶の順となり，凶殺

の状態は本間及び S.口ltermediaでは中心部が梢青白

色又は淡黄色となり S.sclerotiorum及び S.trifo-

liorum に比べて梢密であった。 i制核はj;?~f 3jた 4 日間で

は形成をみなかった。

250Cに於ては培養4日目でS.sclerotiorum> S. 

trifoliorum> S. intermedia>本凶の)1民を示し，区j叢状

態は S.sclerotiorum及び S.trifoliorumの白色に比

べて本悶及び S.intermediα は梢I~j白色又は黄白色を

呈した。

以上の情義基に於ける的核の形成は S.sclerotiorum 

にあっては 250Cに於て培養6日目には成熟した黒色

粗粧の閤核がシャーレ 1枚当り約20ケ形成され，その

大きさ 3~5mm であった(図版 D)o S. trifoliorum 

は培養 10日目に成熟した医核を認め， 2~11 mmの

i'8核を約 15ケ形成した(図版 C)。本I到及び S.in-

termedia は培養 10 日後に成熟した黒色 1~3mm 程

度の小形菌核を多数形成し，その数は 80ケ以上に達

した(図版A，B)。又これらの培養基上に於ける形成

は]t¥状につながる傾向を認めた。何れの的にあっても

情養温度が低温となると形成するi'si核は大きくなっ

た。

2) 形態

前記4種類のi!siにっし、て結従底上で得たiお核をもっ

て子~mi{発生 s1~びにそれら光全時代の比較を行った。

fJ日式î~itÞ:は 4íお tID.j~ 18
0

Cに々 ローしてf守たmitT:をが'J1 

ヶ月間温度に保ったのち，それらを表而殺菌 311年間

水洗したのち殺関した石~砂上に浅く厚めて湿度を飽

和に保った。 6月から 7月にかけて行った実験では，

S. sclsrotiorumの昔、[核に於ては処理後 20日頃より子

誕盤の発生をみて 40~50 日後には殆ど全供試悶校よ

りその発生をみたが，本的， S. intermedia及び S.

trifoliorumの3的極に於ては 90臼後の 9月に至って

子襲盤の発生がみられたが，その数は S.sclerotiorum 

に比して著しく少かった。

子安盤は4[担額共に最初円柱状をなし，生長するに

従って尖端は小椀状から皿状となる。自E肉色乃至黄絹

色を呈し老生するに従って褐色となる。 i者傘の直径は

3.5~8.S mmであるが S.trifolio叩 mは梢大形であ

る。子襲盤の高さは1O~18mm で i宮柄の下部は梢絢l

lくなる(図H反F，G， H， 1)。

子袈は視棒状で鈍頭，無色，内に 8ケの子褒胞子を

蔵する。大きさは第 nr表に示した如く 4i担額の聞に
S. trifoliorum> S. sclerotiorum> S. intermedia =本

砲の順位で去を示し，本菌及び S.intermediaはその

聞に殆とぞ差を認めなかった。更に既往研究者による 3

i出種の測定値を!9~ lV表に示した。

糸状体は4菌程共認められ，無色，長円筒形でI目端j

に向って梢太く，単胞であるが時に 1~3 の隔肢を認

めることもある。長さは子裂と等長か稿短いが，

S. trifoliorumに於ては時に子襲より長い場合もあっ

Tこ。

培地上に於げる小型分生子は本医i及び S.interme-

第JIl表 菌核M菌の子褒及び子主主胞子の各測定値

菌 種 子 褒 (μ〕 子褒胞子 (μ〕
一一一一一

S. intermedia 112.6-125.0 x 7.0-7.5 8.3-12.6X 3.9-5.0 
一一一一一一一一一一一

本 菌 110.2-130.6 x 6.1-9.3 7.3-12.8x 3.6-5.5 
一一一

S. trifoliorum 170.0-212.5 x 8.0-10.0 12目5-17.5x6.3-7.5

S. sclerotiorum 115.0-137.5x 6.3-8.8 7.5-13.8X 3.8-6.3 
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第 IV表 既往研究者による子袈及び子嚢胞子の各測定値

菌 種 研究者名 子 嚢 (μ〉 子雪量胞子 (μ〕
一一一一一一一

S. sclerotiorum LIBERT 130.0-135.0 x 8.0-10.0 9.0-13.0x4.0-6.5 

BISBY 100.0-150.0 x 8.0-10.0 10.0ー14.0x5.0-6.5 

DAVIS 100.0-125.0x 5.0-9.0 9.0ー11.0x4.0-6.0 

RAMSEY 125.4-160.4 x 8.2-10.2 11.7ー15.1x5.9-7.3 

<p 凹 108.0-135.0 x 9.0-10.0 12.0x4.0 

S. trifoliorum ERICKSON 160.0 x 10.0 15.0ー17.0x8.0ー10.。
SACCARDO 180.0x 12.0 14.0-18.0X6.0-8.0 

可~VOLF & CROMWELL 140.0-160.0 x 8.0-11.0 12.0-14.0x8.O 

S 伽 rmedi 121.6-131.4x7.2-7.7 10.4ー15.2x3.6-5.7 

diaにあってはよくみられ，胞子は無色，球形で直径

1. 5~2.5μ，担子梗は長さ 6.0~8.5μ で短根俸状又

は長洋梨形を呈する。しかし S.sclerotiorum及び S.

trif 01 iorumにあっては分生子の形成は殆ど認められ

なかった。

3) 病原性

本閣の病原性を確めるためにチシャ及びシュンギク

を用いて 13 0 • 18 0 C 及び 170~350C (ガラス罫〉で

接種試験を行った。接種は小豆粒に 250C8日間培養

したものを各々 3粒づっ密植した植物の地際部に接着

させて行しら チシャおよびシュンギク共に播種後 20

日日の幼荷を用いた。尚比較のため S.間 termedia及

び S.sclerotiorumを対照として用いた。

この結果は第 V 表に示した。 RrJち 130Cに於ける

チシャは接種後6日目には S.sclerotiorumに 100% 

犯された。即ち全株が凋萎後倒伏し，罷病植物は白色

の密な繭叢に夜われ，直径 2~5mm の菌核を形成し

た。しかしシュンギクにあっては接種後 16日日にし

て 25%程度犯されたに止まった。更に本医I及び S.

intermediaに於てはチシャは 60%. シュンギクは 5

%以下で1ft病組物上の菌糸は S.sclerotiorumより疎

であり，形成する毘l核もかなり小形であった。

180Cに於けるチシャ及びシュンギクの1iJ1病程度は

S. sclerotiorumに於て接種後 10日目にして 90%以

上を示したが，本国及び S.intermediaにあってはチ

シャに於て接種後 16 日目にして 5.0~7.5 %の擢病

程度で， シュンギクに対しては発病を認めなかった。

更に7月上旬ガラス室に於ける接種試験では S.

sclerotiorumに於ては接種後4日目にしてチシャ及び

シュンギク共に 90%以上の擢病程度を示したが本菌

及び S.intermediaに於ては接種後 10日経ても全く

発病を認めなかった。

更に本菌の十字花科作物に対する病原性を確めるた

めに播種後 20日目のカプの幼商をもって接種試験を

行った。接種は馬鈴薯寒天士音養基上に 7日間培養した

本闘の含菌寒天を密植した苗の地際部に 3箇所づっ接

着させて 130Cに保ち椛病程度を確めた。

結果は第 VI表の如くであって発病は接種後4日目

頃よりみられた。 Rptっ接種した部分より菌糸は{中長し

て次第に各首の地際部を犯し凋萎倒伏させ，苗は黄褐

色を呈して枯死する。更に本菌々糸に覆われて最後に

第 V 表 菌核病菌のチシャ及びシュンギクに対する接種試験(催病程度 %) 1(〉
シュンギク(大葉)

S. intermedia 本( 菌 S.sclerotiorum S. intermedia 本菌 S. sclerotiorum 
(ヲも) I c'iら) I (%) c'iの (9ら〉 (%) 

130C 60.0 57.5 100 4.2 5.0 24.2 

180C 5.0 7.5 100 。 。 100 

ガラス室 O 。 100 O 。 100 
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は小形のiiM主が認められた。

第 VI表 13QC に於ける新的

校病閣のカブに対する按

極試験(限病tii& %) 

接種後日数 I1附程度(仰
4日 23.6

8日 47.0

14日 55.5

111論議

本j'ijの分類学上の位置は発病状況，菌核，子~盤，

子袈及び子袈胞子の形態から Helotiaceae科又は

WHETZEL (1945)13) 及び山本(1959)12)の報じる

Sclerotiaceae科の Sclerotinia烏の種類に入ることが

三替えられる。種名について，従来本邦で初夏に発病を

みるナタネ誌i核病は S.sclerotiorumであって，北海

道に於て夏期に宣類を犯す出核病も同極と考える(杉

本， 1958)8)0 S. sclerotiorumは板めて多犯性であっ

て 32科 160余種の作物を犯すことが認められ〔中

回， 1957戸， WALKER (1952)11)は十字花科作物の菌

核病的として S.sclerotiorum， S. minor及び S.in-

termediaを挙げている。最近J主;内等は北海道に於け

るミプヨモギ菌核病(1958)10) 及び東北地方に於ける

ニンジンi笥核病 (1959)9)として S.intermediaを分

離同定した。本l保は多くの点に於てこれと酷似する。

本的の菌糸生育度は既述の如く S.sclerotiorumと

契り S.intermediaに近い結果を得た。 flllち 40 及び

90Cに於て本菌は概ね S.sclerotiorum及び S.tri-

foliorumよりも発育大であって S.intermediaと同

程度であり，菌叢の状態も前2菌極に比べて密であっ

た。 130，180及び 2S
0
Cに於ける生育状況は逆に S.

sclerotiorumが大となり次で S.trifoliorumで本医i及

び S.間 termediaは最小であった。 250Cに於げる薗

核の形成状況につし、ても大きさは S.trifoliorum > 

S. sclerotiorum>S. intermedia=本菌のJIWjとなり， L'8i 

核の形成日数も S.sclerotiorumより遅れ S.inter-

mediaとは一致する結果を得た(図版 A，B， C， D， 

E)。菌叢の状態は 180 及び 250Cの培養では本菌は

S. sclerotiorumより疎であって S.intermediaと同

様に中心部より梢青白色又は黄白色を呈し， S. sclero-

tiorum及び S.trifoliorumの白色と対照的であっ

7こ。

子褒拾の形状は S.trザ"oliorumより梢小形である

が， S. sclerotiorumとは時似しており区別し現itかっ

た(図版 F，G， H， 1)。しかし，発生試験に於て S.

sclerotiorumは処理後 3週間頃より j設定に発生した

が，本i1siは S.intermedia及び S.trifoliorumと共

に著しくその発生が遅れ，発生数も劣った。

本閣の子袈及び子袈胞子の大きさは第百1表に示し

た如く子褒 110.0ー130.6x6.1-9.3μ 及び子袈胞子

7.3ー 12.8x3.6-5.5μ であって S.intermediαと大

略一致し RAMSEY(1924)6)の報告した S.inter・

mediaの測定値とも大差はない。しかし本産jは第 R

表及び第 N 表の如く S.sclerotiorum及び S.tri-

foliorumの子袈及び子室長11包子の大きさと比較すると

少しく小形である。 PURDY(1955)')はS.sclerotiorum 

の他 2，3の菌積に於ける子星雲及び子褒胞子の測定値

が各研究者によって異ることから一括して， S. scle-

rotlOrumにいれているが山本(1959)12)は従来通りの

種名を存続している。

本菌の病原性は第 V表に示した如く S.intermedi・0

と殆ど一致した。即ちチシャに対して 13
0
Cではかな

りの限病程度を示し， シュンギクに対しでも少しく病

原性を示したが 180C及びガラス室に於ては殆ど犯さ

なかった。これに反し S.sclerotiorumは各温度共顕

著な病原性を示して本的及び S.intermediaとは明ら

かな差異を現わした。 RAMSEY(1924)6)7).及び筆者等

(1959)9)はニンジン][i核病 (S.intermediα〉に於て

。0~50C にて病原性の強い事を報告したが，本j，!，~も之

に近い傾向を示すことが考えられる。

以上よりみて本菌は S.scl erotio問問とは発病時期，

菌糸の発育度，子褒盤の発生状況，子褒及び子袋胞子並

び1こ])';i核の形態，病原性の問に差異を示し， S. inter-

mediaに近い性質を現わす点より Sclerotiniainter-

media RAMSEYの一系統で初春にナタネ繭核病をおこ

す新菌核病菌と考える。

IV摘要

1) 岩手県の一部に 3月融雪時発病をみるナタネ新

関核病の病原菌の形態，性質及び病原性を確めた。

2) 馬鈴薯培養基上に於ける本菌の生育は S.scle-

rotlOrumと比較すると低温に於て速かであるが， 13
0 

C では大差がなく ，18
0
及び 25

0Cでは逆に劣り，

対照とした S. 間 termediaに近い生育状況を示した。

又培養基上に形成される本菌の闘核のwt大も S.inter-
mediaと同一であった。
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図版説明

A. ミブヨモギ菌核病i岩 (Sclerotiniaintermedia)。馬鈴薯寒天培養基上， 250Co 
B. ナタネ菊Hid虫病菌。同培養基上， 250C。
C. 赤クローハー菌核病菌 (S.trifoliorum)。同培業基['.， 250Co 
D. 菜豆尚十亥府保i(S. scleroti・'orum)oI司培養主主上， 2SoC。
E. ナタ不荏l十点ffij荏i(S. sclerotiorum)。同培養基..1:.， 250C。
F. ミプヨモギ蹴般病の子実盤。 G. ナタネ新r!/;i核j丙の子嚢態。
H. 赤クローパー菌核病の子案略。1.菜豆菌核病の子:妄盤。



図版 n
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3) 本菌の子襲及び子袋胞子の大きさは s.inter-

media RAMSEYと一致した。

4) 本菌のチシャ及びシュンギクに対する病原性は

s. intermedia同様， 130Cに於て高く 180C以上で

は殆ど認められなかった。更に本菌は 130Cに於てカ

プに高い病原性を示した。

5) 本菌はナタネに対する発病時期，子護及び子実

胞子の形態，菌糸の生育度及び病原性に於て s.scle-
rotiorumと異り s.intermedia RAMSEYの一系統と

考えられる。
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Resume 

A new scIerotial disease of rape plants was 

found in some districts of Iwate prefecture. 

The injury of the plants was usuaIIy recognized 

in the earIy spring just after the melting of 

snows. 

Comparing the causal fungus and the other 

scIerotial pathogens such as Sclerotinia inter-

media， S. trifoliorum and S. sclerotiorum， the 

mycelial growth and scIerotic formation were 

studied under various temperatures. The ino-

culation experiments were also carried out using 

lettuce and Chrysanthemum coronarium under 

the sam巴 temperatures.

The myceIial growth of the causal fungus 

and S. intermedia on PDA was faster and more 

vigorous than that of S. trグoliorum or S 

sclerotiorum at 40 and 90C. At 13
0

C no diffe-

rence was found among the growth of the 

four pathogens. Under higher temperature， on 

the other hand， the growth of S. sclerqtiorum 

was the best. 

The sizes of the asci and ascospores of the 

fungus under qestion， generaIIy coincide with 

those of S. intermedia， and were smaIIer than 

those of S. trifoliorum and S. sclerotiorum. In 

the inoculation experiments on lettuce and 

Chrys. coronarium L. under 130， 180C and in 

glass-house (earIy in July)， th色 infect

f五ungu凶sand S.口叩nte町rmedi叫a was I日i口mlt句edat the 

t旬empe町ra瓜ture ranging from 1口30 tωo 1悶80C. On 

the other hand， S. sclerotiorum always caused 

severe damages on the stems of lettuce and 

Chrys. corollarium at every temperature. 

From the results of these comparative expe-

riments the writer concIuded the present 

pathogen on rape plants was Sclerotinia inter-

media RAMSEY 


